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町
の
皆
さ
ん
と
共
に
２
０
０
号

１
０
０
号
か
ら

１
９
９
号
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
を
振
り
返
る

町
と
議
会
の
25
年

　
議
会
だ
よ
り
が
１
０
０

号
を
迎
え
た
の
は
、
平
成

９
年
11
月
。
当
時
の
本
町

の
人
口
は
、
１
万
４
２
０

３
人
で
し
た
。
令
和
４
年

９
月
末
現
在
は
、
８
３
５

０
人
と
、こ
の
25
年
間
で
、

５
８
５
３
人
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
本
町
議
会
議
員
の
定
数

は
、
人
口
減
少
や
社
会
経

済
の
状
況
に
よ
り
22
人
か

ら
14
人
へ
と
８
人
削
減
。

役
場
の
職
員
数
は
、
２
６

２
人
か
ら
１
８
０
人
と
82

人
減
っ
て
い
ま
す
。

議
員
が
自
ら

編
集
を
開
始

　
創
刊
号
か
ら
第
71
号
ま

で
、
事
務
局
だ
け
で
編
集

し
て
い
た
議
会
だ
よ
り
。

　
平
成
２
年
10
月
、
議
会

広
報
編
集
委
員
会
が
設
置

さ
れ
「
議
員
自
ら
の
視
点

で
町
民
に
議
会
活
動
を
伝

え
よ
う
」
と
、
議
員
と
事

務
局
が
力
を
合
わ
せ
た
編

集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
翌
年
に
は
、
B
５
版
か

ら
Ａ
４
版
に
紙
面
を
大
き

く
読
み
や
す
く
し
た
ほ
か

「
議
会
報
い
わ
い
ず
み
」

か
ら
「
い
わ
い
ず
み
議
会

だ
よ
り
」
に
変
更
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

初
の
全
国
入
選

そ
し
て
日
本
一

　
議
会
と
事
務
局
の
共
同

編
集
開
始
か
ら
２
年
。
平

成
３
年
度
に
、
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

（
以
下
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
）
で
初
め
て
の
入
選
を

果
た
し
ま
す
。

　
平
成
６
年
度
に
は
、
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
つ
い
に

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
日
本

一
に
輝
き
ま
し
た
。�

（
写

真
左
）

　
平
成
９
年
11
月
１
日
に

は
、
記
念
す
べ
き
１
０
０

号
を
発
行
。
記
念
特
集
号

と
し
て
、
歴
代
編
集
委
員

長
や
町
の
皆
さ
ん
の
声
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
議
会
だ
よ
り
の

課
題
は
、
発
行
が
遅
い
こ

と
、
議
会
の
役
割
が
増
す

中
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
な

ど
を
考
え
る
特
集
を
掲
載

し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

　
１
０
０
号
か
ら
、
発
行

日
を
１
カ
月
早
め
る
こ
と

を
目
標
に
、
県
内
外
の
研

修
へ
積
極
的
に
参
加
。
専

門
家
の
指
導
を
数
多
く
受

け
紙
面
の
見
直
し
を
実

施
。
平
成
16
年
度
、
２
度

目
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。（
写
真
右
）

広
聴
の
強
化
を

常
任
委
員
会
へ

　
議
会
は
、
議
会
の
活
動

を
正
確
に
広
く
町
民
へ
伝

え
、
よ
り
身
近
な
「
開
か

れ
た
議
会
」
に
す
る
た
め

平
成
27
年
３
月
に
議
会
基

本
条
例
を
制
定
。
議
会
の

広
報
（
情
報
発
信
）・
広

聴
（
意
見
を
聴
く
）
の
役

割
責
任
は
大
き
く
な
り
ま

し
た
。

　
特
に
、
広
聴
機
能
強
化

の
た
め「
議
員
と
語
る
会
」

を
明
文
化
。「
議
会
広
報

編
集
委
員
会
」
は
「
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
」
へ
と

常
任
委
員
会
に
強
化
し
ま

し
た
。

平成６年度最優秀賞を受賞した第 86 号の見開きトップ記事

令和３年度最優秀賞を受賞した第 194 号の見開きトップ記事

平成 16 年度最優秀賞を受賞した第 126 号の見開きトップ記事

　
「
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ
り
」
は
、
昭
和
48
年
３

月
創
刊
。
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
２
０
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。

　
議
会
と
町
民
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
動
を
伝
え
、
紙
面
に
は
多
く
の

町
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
と
共
に
歩
ん
だ
２
０
０
号
を
記
念
し
、
本
号
で
は

主
に
１
０
０
号
か
ら
１
９
９
号
ま
で
の
議
会
だ
よ
り

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
意
義
と
は
。
改
め
て
考
え
て
い
き

ま
す
。

特 
集

特集　町の皆さんと共に 200 号

　
議
会
だ
よ
り
は
、
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
で
「
編

集
方
針
」を
定
め
て
作
成
。

　
令
和
２
年
２
月
、
新
た

な
編
集
方
針
「
町
民
参
加

で
分
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
」
を
定
め
、
徹
底
し

た
編
集
を
行
い
、
昨
年
度

の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
17

年
ぶ
り
３
度
目
の
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
読
ま
れ
、

親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

は
、
町
の
声
、
ご
協
力
な

し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
声
に
寄
り
添

い
、
少
し
で
も
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
。
町
民
と
議

会
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
大
き
な
役

割
を
担
う
議
会
だ
よ
り
。

　
議
会
へ
の
興
味
や
参
加

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

な
「
い
わ
い
ず
み
議
会
だ

よ
り
」
を
こ
れ
か
ら
も

作
っ
て
い
き
ま
す
。

声に寄り添い
分かりやすく

広報広聴常任委員長
千葉　泰彦

次
は
、議
会
や
議
会
だ
よ
り
に
望
む
こ
と
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議会や議会だよりに望むこと
―町の皆さんの声を聞きました―

　岩泉町の議会だよりは他議
会より分かりやすいと思いま
す。町の予算、決算は、もう
少し分かりやすい工夫を。文
章ではなく、グラフなどを活
用し、見てわかる紙面にすれ
ば、読者層が広がるのでは。
議会活動が、より伝わる紙面
改革に期待します。

　台風 10 号災害からの復興
は、議会だよりにより各地の
状況が分かり、毎号興味深く
目を通していました。安家地
区は中学校に続き、本年度
小学校も閉校とますます寂し
くなります。廃校舎を活用し
て多くの人が集まる場所にな
るよう願っています。

　議会だよりは、特に一般質
問をはじめ、議員がどんな質
問をしているか関心を持ち読
んでいます。議員は岩泉町の
未来像をどう描いているの
か。有芸に住んでいますが、
町全体のことを考えています。
古いものに固執せず、新しい
ことに挑戦してほしいと願っ
ています。

　スマホなどでいつでもどこ
でも誰でも簡単に読むことが
できる議会だより。見る側は
便利になっても、作る側の苦
労は昔とさほど変わらないは
ずです。わかりやすい内容と
満載の写真。楽しみだった『シ
リーズ大家族』に代わる表紙
にも期待しています。めざせ！
300 号！

　毎号欠かさず読んでいます
が内容も分かりやすく、さす
が全国表彰される実力はたい
したものだと思います。
　しかしながら、私が議員
だった頃と比べると町と議会
の施策の議論が乏しいように
感じます。議員には一層の研
さんと努力を期待します。

　齢
よわい
を重ねる中、活字離れを

自覚。生活に関わりの深い情
報だけには意識を振り向ける
よう、心がけています。議会
だよりはその一つ。毎回、見
やすさ、読みやすさ、何より
繊細なレイアウトに感心。今
後とも、議会だより関係者の
努力を期待します。

議会活動分かる紙面に

廃校舎の利活用を願う

新しいことに挑戦して

新しい表紙に期待する

一層の研さんと努力を

繊細なレイアウト感心

竹花　和
か ず

彦
ひ こ

さん（66歳）

菅原　儀
ぎ

一
い ち

さん（68歳）

中野　美
み ほ こ

保子さん（69歳）

馬場　裕
ゆ う

子
こ

さん（57歳）

中村　寛
か ん

得
と く

さん（101歳）

石井　良
りょう

二
じ

さん（71歳）

　

２
０
０
号
を
迎
え
た

「
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ

り
」。
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、
読
ん
で
い
た
だ

け
る
議
会
だ
よ
り
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
や
議

会
だ
よ
り
に
望
む
こ
と
は

何
か
、
町
の
皆
さ
ん
の

「
声
」
を
紹
介
し
ま
す
。

特集　町の皆さんと共に 200 号特集　町の皆さんと共に 200 号

小　本

安　家

有　芸

岩　泉

小　川

大　川

平
成
９

い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ
り

第
１
０
０
号
発
行

平
成
12

初
の
模
擬
議
会

中
学
生
議
会
開
始

平
成
13

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉

オ
ー
プ
ン

平
成
17

議
会
だ
よ
り
全
国
最
優
秀

賞
受
賞

平
成
19

国
道
４
５
５
号
早
坂
ト
ン

ネ
ル
開
通

平
成
23

東
日
本
大
震
災

平
成
24

第
１
回
議
員
と
語
る
会

平
成
26

Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
廃
止

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
全
町

開
通

平
成
27

議
会
基
本
条
例
制
定

平
成
28

岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
設
立

台
風
10
号
豪
雨
災
害

令
和
元

台
風
19
号
豪
雨
災
害

令
和
３

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
開
始

令
和
4

議
会
だ
よ
り
全
国
最
優
秀

賞
受
賞

議員定数
22人

H17
18人

H21
16人

H25
15人

H29
14人

開かれた議会の構築のため、議会基本条例を制定

平
成
27
年
４
月
15
日
発
行
号

一般質問が一問一答に。傍聴が 41人と近年で最高に

平
成
27
年
８
月
１
日
発
行
号

タブレットの活用開始を報告

令
和
４
年
１
月
14
日
発
行
号

100 号を迎えた記念特集

平
成
９
年
11
月
１
日
発
行
号

初の模擬議会「中学生議会」開始

平
成
12
年
11
月
１
日
発
行
号

第１回「議員と語る会」各地区から出た意見を報告

平
成
25
年
２
月
１
日
発
行
号

議
会
だ
よ
り
で
振
り
返
る
　
25
年

次
は
、３
年
度
決
算  

町
民
の
生
活
を
守
る
対
策
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
日

程
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
運
営
の
課
題

を
た
だ
し
ま
し
た
。【
質
問
の
内
容
は
12
㌻
～
15
㌻
】

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
８
議
案
、

３
年
度
一
般
会
計
・
６
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を

慎
重
に
審
議
。
全
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定

し
ま
し
た
。【
関
連
８
～
11
㌻
】

一般
会
計
１
０
８
億
円

の
歳
出
決
算
を
認
定

定例会のあらまし定例会のあらまし

◆
財
政
用
語
の
解
説
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫・県
支
出
金
】
町
が

行
う
事
業
に
対
し
て
国
・

県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に

充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
で

あ
る
自
動
車
重
量
税
な
ど

が
一
定
の
割
合
で
町
に
交

付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら

取
り
崩
し
た
お
金

【
諸
収
入
】
延
滞
金
、
預

金
利
子
な
ど
の
お
金

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事

務
経
費
や
財
産
管
理
な
ど

の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児

童
な
ど
社
会
福
祉
の
た
め

の
経
費

【
衛
生
費
】
集
団
検
診
や

ご
み
処
理
な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林

水
産
業
の
振
興
や
農
道
・

林
道
の
整
備
、
漁
港
整
備

な
ど
の
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振

興
や
観
光
開
発
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川

整
備
な
ど
の
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返

済
金 お

し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

一般会計決算の内訳

3年度　各会計の決算額
会　　計　　名 歳　入 歳　出

一　　般　　会　　計 114億9360万円 108億4937万円

特　
別　
会　
計

国民健康保険 事 業 勘 定 12億3801万円 11億9980万円
診療施設勘定 3883万円 3341万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1576万円 1億1556万円

介 護 保 険 事 業 勘 定 16億3268万円 15億6855万円
サービス事業勘定 1133万円 1051万円

観 光 事 業 1億7761万円 1億6419万円
公 共 下 水 道 事 業 2億5568万円 2億4793万円
大 川 財 産 区 1226万円 1130万円

企
業水道事業会計 収 益 的 収 支 3億9582万円 4億5422万円

資 本 的 収 支 2億2453万円 2億8904万円
合　　　　　　　　計 155億9611万円 149億4388万円

0

50億

100億

150億

200億

250億

1
0
8
億
4
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円

1
0
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億
4
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1
1
7
億
6
0
3
1
万
円

1
1
7
億
6
0
3
1
万
円

1
4
1
億
1
3
6
2
万
円

1
4
1
億
1
3
6
2
万
円

1
4
9
億
8
8
6
6
万
円

1
4
9
億
8
8
6
6
万
円

1
5
0
億
2
1
9
1
万
円

1
5
0
億
2
1
9
1
万
円

1
5
0
億
1
2
2
9
万
円

1
5
0
億
1
2
2
9
万
円

1
4
6
億
7
9
9
1
万
円

1
4
6
億
7
9
9
1
万
円

2
1
4
億
8
2
7
6
万
円

2
1
4
億
8
2
7
6
万
円

1
7
5
億
9
4
3
8
万
円

1
7
5
億
9
4
3
8
万
円

1
2
5
億
2
3
8
万
円

1
2
5
億
2
3
8
万
円

1
3
1
億
4
6
9
5
万
円

1
3
1
億
4
6
9
5
万
円

23 3224 25 26 27 28 29 30 元 （年度）

（円）
一般会計歳出決算額の推移

歳入
（入ってきたお金）
114億9360万円

町税
7億2648万円
(6.3％)

県支出金
4億1098万円
(3.6％)

町債
10億6570万円
(9.3％)

国庫支出金
14億1795万円
(12.3％)

繰入金･繰越金
10億3912万円
(9.0％)

地方譲与税・
交付金など
3億8593万円
(3.4％)

地方交付税
58億1729万円
(50.6％)

諸収入
6億3015万円
(5.5％)

歳出
（使ったお金）
108億4937万円

衛生費
10億4660万円
(9.6％)

消防費
4億3792万円
(4.0％)

商工費
4億4025万円
(4.1％)

農林水産業費
9億373万円
(8.3％)

土木費
12億318万円
(11.1％)

教育費
7億4453万円
(6.9％)

災害復旧費
5714万円
(0.5％)

民生費
18億9635万円
(17.5％)

総務費
21億9350万円
(20.2％)

議会費
8311万円
(0.8％)

公債費
18億4306万円
(17.0％)

３年度
決　算

町
民
の
生
活
を
守
る
対
策

　
　
　
　
　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
へ
対
応

　
３
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
決
算
額
は
１
０
８
億
４

９
３
７
万
円
で
、
前
年
度

比
16
億
５
３
０
１
万
円

（
△
13
・
２
％
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

減
少
し
た
主
な
要
因

は
、
台
風
10
号
災
害
の
復

旧
事
業
が
概
ね
完
遂
し
た

こ
と
に
よ
り
災
害
復
旧
費

が
11
億
９
０
０
５
万
円

（
△
95
・
４
％
）
減
少
し

た
た
め
で
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
町

民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
中
小
企
業
者
な
ど
の

事
業
継
続
支
援
や
地
域
経

済
循
環
対
策
、
各
種
施
策

を
推
進
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
決
算
の
状

況
と
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
写
真
の
決
算
額
は
、
３
年

度
の
み
の
金
額
で
、
全
体
の

事
業
費
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 決算の詳細は

町のHPから

前年度比
13.2% 減

新型コロナウイルス感染症対策関連新型コロナウイルス感染症対策関連
�� 5億 76305億 7630万円万円

ナラ枯れ駆除作業委託ナラ枯れ駆除作業委託
�� 15671567万円万円

見内川消防屯所整備見内川消防屯所整備�� 41774177万円万円
給食センター物品整備給食センター物品整備

12761276万円万円

次
は
、
決
算
審
査　
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク

経済循環促進事業（送料無料）
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マイナカード

交
付
率
向
上
へ
の
対
策
は

開
庁
時
間
延
長
や
休
日
に

部
活
動

地
域
振
興

検討委員会の方向性は

七滝つり橋の整備は

合同練習を取り入れる

前向きに考えていく

財　産商　工

廃
校
舎
の
活
用
案
は

商
品
券
利
用
に
偏
り
は

案
件
２
つ
を
協
議
中

消
費
拡
大
に
一
定
効
果

個人競技も合同練習を（岩泉中卓球部の皆さん）

地域の活動で周辺を盛り上げて、七滝つり橋実現へ

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
伸
び
悩
む

町
の
交
付
率
は
33・６
％

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
和
彦
委
員
長
）
は
９
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の

３
日
間
、
一
般
会
計
と
６
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
３
年
度
決
算
を
審
査
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　つり橋ができるのが楽しみでした
が、台風禍の影響で止まったままで
す。景観、料理、体験など地域活動
を盛り上げる交流施設。町と地域が
一体で実現してほしいです。

　子どもたちには好きなスポーツを
制限なく思いっきりやってほしいと
思います。そのためには、さまざま
な環境整備が必要と感じます。前向
きな検討を期待します。

　９月 ８ 日の本会議で報告された
決算審査意見の内容を要約してお
伝えします。

まま ちち 声声ののまま ちち 声声のの 町と地域一体で
実現してほしい

環境整備が必要
前向きな検討を

持続可能な
財政運営を
～決算審査意見～

佐々木永吾さん
（大川・69歳）

竹花　啓太さん
（小川・36歳）

箱石憲市
代表監査委員

　券を使って食事していただけるの
は嬉しいですし、お客様のために頑
張ろうと励みになります。ただ、換
金までの流れがもう少しスムーズに
なればなぁと感じています。

まま ちち 声声のの 券を使って食事
嬉しいし励みに

小久保由美子さん
（乙茂・ゆう竹食堂）

決算審査決算審査 ここを

チェック

次
は
、
全
国
和
牛
共
進
会
出
場
へ
補
助

決算審査特別委員会 決算審査特別委員会

町
民
全
体
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
。

８
月
31
日
現
在
で

33
・
６
％
で
あ
る
。

交
付
率
向
上
に
向
け

た
対
策
は
。

手
続
き
が
で
き
な
い

人
の
た
め
、
平
日
の

開
庁
時
間
延
長
や
休
日
の

窓
口
開
庁
を
し
て
い
る
。

健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
る
他
に
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

薬
や
医
療
機
関
の
受

診
情
報
が
共
有
さ
れ

健
康
管
理
に
活
用
で
き
る
。

台
風
10
号
前
に
計
画

さ
れ
て
い
た
大
川
七

滝
つ
り
橋
は
ど
う
な
る
か
。

工
事
発
注
直
前
に
台

風
災
害
で
予
算
を
取

り
下
げ
た
。
白
紙
、
中
止

に
し
た
訳
で
は
な
い
。

　
本
年
６
月
に
地
元
関
係

者
ら
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
七
滝
周
辺
の
取
り
組

み
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
そ

の
延
長
線
上
で
橋
が
あ
れ

ば
よ
り
効
果
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
れ
ば
町
も
前
向
き

に
考
え
て
い
く
。

カード申請・マイナポイントの申請は職員がお手伝いします

廃
校
舎
の
活
用
案
は

あ
る
か
。

２
つ
の
案
件
が
今
動

い
て
い
る
。

　

旧
二
升
石
小
学
校
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
の
中
古
販

売
企
業
と
協
議
中
で
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
を
リ
ユ
ー
ス
で

販
売
す
る
。
高
齢
者
な
ど

に
無
料
で
パ
ソ
コ
ン
教
室

龍
ち
ゃ
ん
商
品
券
と

マ
シ
マ
シ
食
事
券
の

購
入
者
や
利
用
さ
れ
る
店

舗
に
偏
り
は
な
い
か
。

現
金
購
入
が
困
難
で

あ
っ
た
り
、
商
品
券

は
食
料
品
に
多
く
使
用
さ

れ
る
な
ど
少
な
か
ら
ず
偏

り
は
あ
る
と
思
う
が
、
多

く
の
店
舗
で
利
用
さ
れ
て

な
ど
を
し
な
が
ら
地
域
貢

献
を
し
て
い
く
形
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
旧
大
川
中
学
校
は
全
国

展
開
し
て
い
る
通
信
制
高

校
と
協
議
中
。
常
駐
も
す

る
が
、
通
信
制
の
生
徒
は

夏
と
冬
に
50
人
程
ず
つ
来

て
、
勉
強
し
な
が
ら
地
域

の
人
と
交
流
を
す
る
と
い

う
よ
う
な
案
で
あ
る
。

お
り
消
費
拡
大
に
一
定
の

効
果
は
あ
っ
た
。

改
善
に
向
け
た
今
後

の
対
策
は
。

皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
町
内
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
、
不
公
平
感

が
出
な
い
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

部
活
動
在
り
方
検
討

委
員
会
の
方
向
性
は
。

生
徒
数
の
減
で
各
校

苦
労
し
て
い
る
。
合

同
チ
ー
ム
の
編
成
や
合
同

練
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と

な
ど
を
協
議
し
た
。

部
活
動
の
指
導
を
外

部
委
託
す
る
考
え
は
。

現
在
、
外
部
委
託
は

し
て
い
な
い
。
将
来

的
に
は
検
討
し
て
進
め
て

い
く
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
の

中
、実
質
公
債
費
比
率（
※
）

は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、

町
債
（
借
金
）
現
在
高
は

減
少
。
主
要
基
金（
貯
金
）

の
保
有
額
も
台
風
災
害
を

受
け
た
平
成
28
年
度
の
額

を
超
え
、
堅
実
な
財
政
運

営
は
評
価
す
る
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

経
済
の
悪
化
、
生
産
人
口

の
減
少
で
の
税
収
減
や
地

方
交
付
税
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
と
予
測
す
る
。

　
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
料
金

収
入
の
減
少
、
施
設
の
老

朽
化
の
修
繕
や
更
新
な
ど

今
後
の
経
営
は
よ
り
厳
し

さ
を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
安
全
な
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
経
営
の

効
率
化
と
透
明
化
に
努
め

ら
れ
た
い
。

（※）� 一般財源に対する公債費（借金）の比率。18％を超えると借り入れに国の許可が必要

一
般
会
計
・
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

問問問 答答答

問答

問答問

問

答

答

問問 答答
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畜　産
全
国
和
牛
共
進
会
負
担
金
と
は

町
か
ら
２
人
が
出
品
す
る
経
費

子
育
て
子育て住宅の入れ替えは
今までに３戸で入れ替え

　全国共進会に選ばれることはとて
も名誉なことです。いろいろな人か
らご支援やアドバイスをいただきま
した。上位に入賞して、岩手の畜産
を盛り上げたいです。

　空きが出て、タイミング良く入居
できました。非常に快適で、子育て
には良い環境だと感じます。このよ
うな住宅がもっとあれば需要は多く
あると思います。

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

岩手の畜産を
盛り上げたい

タイミングよく
入居できました

工藤　洋一さん
（有芸・44歳）

和山尚
なお

央
ひろ

さん・倖
こう

くん
（岩泉・30歳、３歳）

　住まいに選んだ古い教員住宅の
風呂とトイレを、リフォーム補助金
を活用して改修。とても助かりまし
た。山菜やキノコを通して岩泉の魅
力を発信していきます。

まま ちち 声声のの 補助金を活用
助かりました

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
久
志

委
員
長
）
は
９
月
12
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
３
件
、

補
正
予
算
４
件
を
慎
重
に
審
査
。

　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
品
対
策
委
員
会
負
担
金

の
増
額
補
正
な
ど
全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

町内から５頭が出場
全国和牛共進会出場へ補助

条例補正予算審査特別委員会 条例補正予算審査特別委員会

岩泉町の代表として頑張りたいと意気込む出品者の佐々木和
な じ み

時美さんとゆりぐも号

全
国
和
牛
能
力
共
進

会
（
以
下
、
全
国
共

進
会
）
出
品
対
策
負
担
金

５５
万
円
の
内
容
は
。

全
国
共
進
会
に
本
町

か
ら
２
人
が
出
品
す

る
。
１
人
当
た
り
27
万
５

千
円
の
負
担
金
で
あ
る
。

　
牛
の
輸
送
費
は
、
岩
手

県
が
負
担
す
る
。

な
か
な
か
出
ら
れ
な

い
全
国
共
進
会
で
あ

る
。
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
内

容
を
詳
し
く
説
明
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

本
町
か
ら
の
出
品
頭

数
は
５
頭
。
会
場
は

鹿
児
島
県
霧
島
市
で
、
開

催
期
間
は
10
月
６
日
か
ら

10
日
ま
で
で
あ
る
。

随
行
は
何
人
か
。

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
の
出

品
対
策
委
員
会
な
ど

総
勢
で
25
人
で
あ
る
。

　
第
66
回
岩
手
県
畜
産
共

進
会
の
本
町
受
賞
者
は
、

広
報
い
わ
い
ず
み
10
月
１

日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問

問

問 答

答答

第 66 回岩手県畜産共進会黒毛和種の部
区 名号 出品者氏名 結果

第２区
（若雌の１） ゆりぐも 佐々木和時美 一等賞

（名誉賞）
第4区

（繁殖雌牛群） やまねてんのう 工藤　ミエ 一等賞

第５区
（高等登録群）

あきゆりぐも
工藤　ミエ 一等賞

（名誉賞）あきつねぐも
みなみ

子
育
て
応
援
住
宅
の

入
れ
替
え
な
ど
、
現

在
の
状
況
は
。

全
12
戸
中
、
今
ま
で

に
３
戸
で
入
れ
替
え

が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
需
要
は
。

需
要
は
一
定
数
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

入
れ
替
え
な
ど
人
の
流
れ

を
見
な
が
ら
、
調
査
し
検

討
し
て
い
く
。

安心して快適に子育てができる応援住宅

定　住外部人材

補
助
金
増
額
の
理
由
は

地
域
活
性
化
起
業
人
の
内
容
は

申
請
件
数
の
増
の
た
め

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
生
か
す

問問 答答

岩泉町住宅
リフォーム
事業補助金

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
1
4
0
万
円
の

増
額
補
正
の
理
由
は
。

４
月
か
ら
制
度
を
見

直
し
運
用
。当
初
の
見

込
み
を
上
回
る
申
請
・
相

談
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

交
付
決
定
さ
れ
た
リ

フ
ォ
ー
ム
の
内
容
は
。

地
域
活
性
化
起
業
人

の
内
容
は
。

町
が
三
大
都
市
圏
の

民
間
企
業
の
社
員
を

一
定
期
間
受
け
入
れ
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生

か
し
、
地
域
活
性
化
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　
派
遣
元
企
業
は
合
同
会

社
Ｄ
Ｍ
Ｍ
．
Ｃ
ｏ
ｍ
で
、

屋
根
外
壁
や
ト
イ
レ

の
改
修
、
サ
ッ
シ
と

ド
ア
の
交
換
な
ど
。

貸
家
は
対
象
か
。

貸
主
は
事
業
者
な
の

で
対
象
外
。
借
り
て

い
る
人
が
申
請
す
る
場
合

は
対
象
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
に
全
国
で
２
自

治
体
へ
社
員
を
派
遣
し
て

い
る
。具

体
的
な
業
務
の
内

容
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

の
サ
イ
ト
で
町
や
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
方
法
や
Ｓ
Ｎ

Ｓへの
動
画
配
信
も
含
め
ア

入
居
者
、
転
入
者
の

み
な
ら
ず
、
施
工
業

者
に
と
っ
て
も
助
か
る
事

業
。
施
工
業
者
へ
も
恩
恵

が
広
が
る
よ
う
な
事
業
と

し
て
ほ
し
い
。

交
付
決
定
し
た
中
に

転
入
者
が
２
人
。
今

年
度
拡
充
し
た
内
容
を
周

知
徹
底
し
、
関
係
者
に
恩

恵
が
あ
る
よ
う
取
り
組
む
。

イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
調
査
な

ど
あ
る
か
と
思
う

が
、
受
け
入
れ
る
従
業
員

は
何
人
で
、
町
に
常
駐
す

る
の
か
。

１
人
を
予
定
し
て
い

る
。
町
に
直
接
来
る

の
は
月
に
１
回
で
１
週
間

程
度
。
そ
れ
以
外
の
３
週

間
は
リ
モ
ー
ト
で
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
る
。

�

【
関
連
14
㌻
】

▼�

職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▼�

過
疎
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

▼�

岩
泉
町
子
育
て
応
援

住
宅
条
例
の
一
部
改

正 可
決
さ
れ
た
条
例

問問 答

答問答

問答

問答

問答

問答

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

（※）�佐藤さんは４月から地域おこし協力隊
として活動しています。

佐藤　誠
せい

志
し

さん（※）
（小川・56歳）
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町の考えを問う 町の考えを問う

千葉　泰彦議員

問　
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン

の
後
期
基
本
計
画
で
一
次

産
業
な
ど
の
振
興
の
「
具

体
化
す
る
た
め
の
取
り
組

み
」
と
「
役
割
分
担
」
を

ど
う
整
理
す
る
か
。

町
長　
社
会
情
勢
や
将
来

予
測
を
踏
ま
え
、
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
。
役

割
分
担
も
関
係
団
体
の
理

解
や
協
力
を
得
て
、
分
か

り
や
す
い
計
画
と
す
る
。

問　
よ
り
具
体
的
な
実
施

計
画
策
定
の
基
準
は
。

町
長　
特
定
財
源
確
保
の

た
め
実
施
計
画
が
必
要
な

も
の
、
法
律
で
策
定
が
定

め
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。

内
容
を
精
査
し
策
定
す
る
。

問　
政
策
実
現
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
る
外
部
資
源
活
用

策
は
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
ほ
か
に
、
専
門
知
識

を
持
つ
人
材
活
用
制
度
を

複
数
活
用
し
て
い
る
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を

活
用
し
、
町
の
課
題
解
決

に
つ
な
げ
る
。

問 後期計画の具体化は
答 将来予測を踏まえる

問 高齢者の免許返納対策を
答 総合交通体系を実証研究

一
般
質
問

一般質問全文は、
町HPで

公開しています。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

免
許
証返

納
で
き
る対

策
を

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
高
齢
者
の
運
転
は
、

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、

免
許
返
納
は
、
通
院
や
買

い
物
な
ど
行
動
範
囲
を
狭

め
、
容
易
に
踏
み
切
れ
な

い
実
態
も
あ
る
。
対
策
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
高
齢
者
に
対
す
る

支
援
策
と
し
て
「
路
線
バ

ス
高
齢
者
利
用
促
進
事

業
」
に
取
り
組
み
、
運
賃

の
負
担
軽
減
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

　
免
許
返
納
に
踏
み
切
れ

な
い
理
由
と
し
て
、
自
宅

か
ら
バ
ス
停
、
バ
ス
停
か

ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
事
情

も
あ
る
。

　
現
在
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
拡
大
に
向
け
、
安
家
地

区
で
実
証
運
行
を
開
始
。

意
見
や
要
望
を
聴
き
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
免
許
返

納
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

計
画
は体

裁
よ
り
も

成
果
み
て

一般質問・答弁
全文はこちらから

返
礼
品工

夫
重
ね
て

寄
付
増
や
す

問 

返
礼
品
に
お
せ
ち
料
理
を

答 

町
の
食
材
を
生
か
す
研
究

問　
本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
付
額
は
、
平

成
29
年
度
が
約
5
9
0
0

万
円
。
そ
の
後
右
肩
上
が

八重樫龍介議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

坂
さ か

本
も と

　　昇
のぼる

�議員

千
ち

葉
ば

　泰
や す

彦
ひ こ

�議員

八
や

重
え

樫
が し

龍
りゅう

介
す け

�議員

三
み

田
た

地
ち

久
ひ さ

志
し

�議員

林
はやし

﨑
ざ き

竟
きょう

次
じ

郎
ろ う

�議員

佐
さ

藤
と う

　安
や す

美
み

�議員

畠
はたけ

山
や ま

　和
か ず

英
ひ で

�議員

❖高齢者の免許返納対策を

❖後期計画の具体化は

❖返礼品におせち料理を

❖地域活性化制度の状況は

❖被災者の減免継続を

❖ヘリ給水場所整備を

❖森林・林業整備の方向は

（12㌻）

（13㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（14㌻）

（15㌻）

（15㌻）

　
９
月
定
例
会
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
（
12
㌻
か
ら

15
㌻
）
を
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

安家地区で開始したデマンド交通の実証運行

特産品を使ったおせち料理の開発を

社会情勢に左右されやすい一次産業

り
で
令
和
３
年
度
は
1
億

4
4
0
0
万
円
で
あ
る
。

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治

体
と
比
較
す
る
と
、
さ
ら

な
る
飛
躍
が
望
め
る
状
況

と
思
わ
れ
る
。
本
町
は
山

の
幸
や
海
の
幸
、短
角
牛
、

黒
豚
な
ど
食
材
の
宝
庫
で

あ
る
。
返
礼
品
に
、
こ
れ

ら
を
使
用
し
た
本
格
的
な

お
せ
ち
料
理
の
開
発
に
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

町
長　
現
在
、
２
０
０
を

超
え
る
返
礼
品
を
設
定
し

て
い
る
。
引
き
続
き
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
発
掘
、
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
本
町
な
ら
で
は

の
食
材
を
求
め
る
人
や
岩

泉
町
出
身
の
人
が
地
元
の

懐
か
し
い
味
を
味
わ
え
る

よ
う
「
お
せ
ち
料
理
」
の

開
発
も
含
め
、
研
究
し
て

い
く
。

◆�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
官
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
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町の考えを問う 町の考えを問う

佐藤　安美議員

問　
近
年
林
野
火
災
が
本

町
で
多
発
し
て
い
る
。

　
昭
和
58
年
の
大
川
地
区

林
野
火
災
で
は
、
自
衛
隊

機
６
機
の
ヘ
リ
が
空
中
消

火
に
あ
た
っ
た
が
、
48
時

間
で
1
６
２
６
㌶
を
焼
く

大
惨
事
と
な
っ
た
。

　
各
地
区
の
河
川
に
給
水

場
所
を
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
近
年
の
林
野
火
災

対
応
は
、
防
災
ヘ
リ
に
よ

る
空
中
消
火
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
火
災
の
規

模
に
よ
っ
て
は
、
防
災
ヘ

リ
や
自
衛
隊
大
型
ヘ
リ
へ

の
応
援
要
請
な
ど
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら

れ
る
よ
う
、
体
制
が
整
っ

て
い
る
。

　
給
水
場
所
は
現
在
９
カ

所
を
登
録
し
て
い
る
。
河

川
の
給
水
場
所
の
整
備

は
、
火
災
発
生
現
場
の
状

況
で
総
合
的
な
判
断
が
必

要
と
な
る
。
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
調
査
、
研

究
し
て
い
く
。

問 ヘリ給水場所整備を
答 総合的な判断が必要

寄
り
添
い
て

命
と
暮
ら
し

守
る
べ
し

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　

平
成
28
年
台
風
10

号
、
令
和
元
年
台
風
19
号

被
災
者
の
国
保
医
療
費
、

介
護
利
用
料
の
減
免
措
置

者
は
「
非
常
に
助
か
っ
て

い
ま
す
」「
子
供
に
お
金

が
か
か
り
親
は
後
回
し

に
。
物
価
高
の
中
、
病
院

代
免
除
に
感
謝
で
す
」
と

語
る
。
令
和
5
年
1
月
1

日
以
降
も
減
免
措
置
を
継

続
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
被
災
さ
れ
た
人
の

住
宅
再
建
な
ど
も
お
お
む

ね
完
了
し
、
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
本

制
度
も
一
定
の
役
割
を
果

た
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　
一
方
、
被
災
さ
れ
た
人

へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
り
、

国
保
医
療
費
な
ど
の
減
免

制
度
は
令
和
５
年
12
月
31

日
ま
で
１
年
間
延
長
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

山
火
事
を

最
小
限
に

有ゆ

う

び

む

か

ん

備
無
患

一般質問・答弁
全文はこちらから

森も

り

め

ぐ

み

林
恩
恵

明あ

し

た日
へ
つ
な
ぐ

人
暮
ら
し

問 

森
林
・
林
業
整
備
の
方
向
は

答 

実
施
計
画
を
策
定
し
進
め
る

問　
町
の
森
林
・
林
業
の

現
況
、
特
徴
と
、
今
後
の

整
備
の
方
向
性
は
。

町
長　
民
有
林
は
主
伐
期

に
入
っ
て
い
る
が
、森
林
所

有
者
は
再
投
資
意
欲
が
薄

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

被災者の経済的負担の軽減を

町有林早坂事業区カラマツ林（旧国道 455号沿い）

県防災ヘリコプター「ひめかみ」による空中消火

れ
、
林
業
の
持
続
化
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た

「
森
林・林
業・木
材
産
業
に

関
す
る
事
業
実
施
計
画
」

を
策
定
し
、①
林
業
事
業

体
の
経
営
力
向
上
と
人
材

育
成
②
主
伐
後
の
再
造
林

の
推
進
③
木
材
加
工
産
業

の
活
性
化
―
。を
進
め
る
。

問　
町
有
林
の
主
伐
、
間

伐
の
販
売
計
画
は
。

町
長　
人
工
林
は
、
伐
期

を
迎
え
る
も
の
も
あ
り
、

作
業
道
の
復
旧
・
開
設
、

再
造
林
な
ど
計
画
的
な
施

業
に
よ
り
売
払
い
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
広
葉
樹
林

は
、
更
新
伐
を
実
施
し
て

い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
の

供
給
な
ど
伐
採
施
業
箇
所

の
選
定
を
進
め
て
い
く
。

◆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

◆�

コ
ロ
ナ
禍
、
燃
油
・
物

価
高
騰
に
お
け
る
中
小

企
業
者
へ
の
支
援
策

そ
の
他
の
質
問

◆�

生
活
に
身
近
な
道
路
の

整
備
①
大
川
宇
津
野
地

内
②
袰
綿
関
屋
と
浦
場

地
内
③
有
芸
平
内
林
道

④
岩
泉
川
崎
惣
畑
地
内

そ
の
他
の
質
問

問 

地
域
活
性
化
制
度
の
状
況
は

答 

１
社
か
ら
応
募
あ
り
協
議
中

問　
町
は
６
月
か
ら
地
域

活
性
化
企
業
人
を
募
集
。

業
務
は
「
移
住
促
進
・
都

市
農
村
交
流
・
交
流
人
口

の
拡
大
な
ど
」
で
あ
る
。

企
業
か
ら
反
応
は
あ
る

か
。【
関
連
11
㌻
】

町
長　
未
来
づ
く
り
プ
ラ

ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
「
関
係
人
口
の
拡

大
」
の
推
進
強
化
を
図
る

た
め
、
優
れ
た
知
見
や
経

験
を
有
す
る
外
部
人
材
の

活
用
を
図
る
こ
と
が
、
有

効
と
の
判
断
の
も
と
、
募

集
を
開
始
し
た
。

　
現
時
点
で
、
民
間
企
業

１
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、

人
材
派
遣
に
向
け
て
協
議

活
性
化頼

み
の
綱
の企

業
人

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

地域おこし協力隊など対象とした起業支援研修会

を
進
め
、
10
月
か
ら
の
受

入
れ
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
農
林
水
産
業
、観
光
、

行
政
の
Ｄ
Ｘ
（
※
）、
三

セ
ク
の
自
立
、
商
店
街
の

活
性
化
、
人
口
減
少
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

知
見
を
有
し
て
い
る
企
業

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

町
長　
本
制
度
は
さ
ま
ざ

ま
な
町
の
課
題
解
決
に
活

用
で
き
る
と
考
え
る
。
引

き
続
き
取
り
組
む
。

問 被災者の減免継続を
答 １年間は延長したい

（※）�デジタル技術を駆使し、生活や業務の質を高めること

次
は
、
公
共
交
通
を
考
え
る
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シリーズ

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で
利
用
者
が
減
少
し
、
廃
止
と
な
っ
た
Ｊ

Ｒ
岩
泉
線
と
Ｊ
Ｒ
バ
ス
。
代
替
交
通
と
し
て
運
行
を
開
始
し
た
「
町
民

バ
ス
」
も
利
用
者
が
減
少
し
、
町
の
公
共
交
通
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

 

シ
リ
ー
ズ
公
共
交
通
を
考
え
る
。
本
号
は
、
町
の
公
共
交
通
の
変
遷

を
た
ど
り
ま
す
。

延
線
開
業
「
岩
泉
線
」
へ

　
昭
和
47
年
２
月
６
日
、

浅
内
か
ら
岩
泉
ま
で
延
線

開
業
し
、
線
名
を
小
本
線

か
ら「
岩
泉
線
」に
改
称
。

駅
に
は
延
線
開
業
を
祝
い

に
約
３
千
人
が
集
ま
り
、

小
本
ま
で
の
延
長
を
心
に

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

最
も
低
い
利
用
率

　
昭
和
57
年
、
旧
国
鉄
で

経
営
し
て
い
た
際
に
も
廃

止
対
象
路
線
に
選
定
さ

れ
、
廃
止
寸
前
ま
で
追
い

込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、

地
域
の
存
続
に
対
す
る
熱

意
と
国
道
３
４
０
号
が
未

整
備
で
代
替
道
路
と
し
て

は
不
適
当
と
判
断
さ
れ
、

廃
止
を
逃
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
62
年
４
月
１
日
、

国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ

り
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
継
承
。

岩
泉
線
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
に
大
き
な
変
化
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
で
は
人
口
減
少
が
続

き
、
平
成
21
年
度
の
利
用

人
数
は
46
人
と
、
全
国
の

路
線
で
最
も
低
い
利
用
率

で
し
た
。

脱
線
事
故
、
そ
し
て
廃
線

　
平
成
22
年
７
月
31
日
、

押
角
・
岩
手
大
川
駅
間
で

土
砂
崩
れ
に
よ
る
脱
線
事

故
が
発
生
。
岩
泉
線
は
長

期
運
休
が
続
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
９
月
５
日
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
「
Ｊ
Ｒ
岩

泉
線
廃
止
」
と
「
代
替
バ

ス
に
よ
る
交
通
確
保
」
を

改
め
て
表
明
。
翌
月
、
県

が
「
国
道
３
４
０
号
の
改

昭和 47 年２月６日　浅内から岩泉までの延線開業を祝う町民

町
の
公
共
交
通
の
変
遷

公
共
交
通
を
考
え
る

シ
リ
ー
ズ

パ
ー
ト
2

良
実
施
可
能
」を
表
明
し
、

住
民
説
明
会
な
ど
町
民
の

声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
や

む
な
く
廃
止
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　
全
線
開
業
か
ら
40
年
余

り
、
町
民
の
足
を
支
え
た

岩
泉
線
は
、
平
成
26
年
４

月
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　岩泉線に何度も乗車。観光客も多く、
窓からの景色にはしゃぐ様子もありました。
　廃線はショックで、崩れた場所を見に
行きました。お世話になり感謝でいっぱ
いです。

まま ちち 声声のの お世話になり
感謝いっぱい

長崎　レンさん
（大川・78歳）

　毎日の通学に利用しています。限
られた中で運行されているとは思い
ますが、帰りに１時間以上待つこと
もあり、本数が増えればもっと使い
やすいと思います。

まま ちち 声声のの １時間以上
待つことも

上舘　萌
ほの

香
か

さん
（小川・高３）

乗
り
合
い
バ
ス
が
運
行

　
平
成
初
期
の
路
線
バ
ス

は
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
㈱
、

岩
手
県
交
通
㈱
、
岩
手
県

北
自
動
車
㈱
の
３
社
に
よ

る
乗
り
合
い
バ
ス
が
町
内

を
運
行
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
足
と
し

て
、
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
一
方
で
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
や
マ

イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
、

運
行
の
実
態
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

町
内
路
線
を
廃
止

　
平
成
８
年
３
月
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
安
家
線
と
有
芸
線
が

路
線
廃
止
。
貸
し
切
り
バ

ス
事
業
者
へ
の
依
頼
運
行

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
２
月
１
日
、

道
路
運
送
法
が
改
正
。
バ

ス
路
線
の
参
入
や
撤
退
が

容
易
に
な
り
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス

東
北
㈱
は
、
平
成
14
年
度

末
を
も
っ
て
町
内
の
バ
ス

路
線
を
廃
止
。
岩
泉
営
業

所
を
撤
退
す
る
と
表
明
し

ま
し
た
。

　

町
の
中
心
部
か
ら
小

川
・
国
境
方
面
、
葛
巻
方

面
、
小
本
・
大
牛
内
方
面

の
各
路
線
が
廃
止
。
岩
泉

町
と
盛
岡
市
を
結
ぶ
早
坂

高
原
線
の
み
運
行
が
継
続

さ
れ
ま
し
た
。

代
替
交
通
で
運
行
開
始

　
現
在
の
町
民
バ
ス
は
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
廃
止
に
よ
る

代
替
交
通
と
し
て
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
町
内
の

路
線
バ
ス
全
線
を
「
岩
泉

町
民
バ
ス
」
と
し
て
統
合

し
、
愛
称
「
ふ
れ
あ
い
龍

泉
号
」
と
名
付
け
ら
れ
、

町
民
の
新
た
な
足
と
し
て

出
発
し
ま
し
た
。

利
用
者
減
少
で
赤
字
続
く

　
バ
ス
会
社
が
路
線
運
行

を
担
い
、
町
が
運
行
費
用

の
赤
字
を
補
助
金
で
補ほ

填て
ん

。
赤
字
が
続
き
、
運
行

費
補
助
金
は
増
加
し
て
い

ま
す
。【
グ
ラ
フ
１
参
照
】

　
主
な
利
用
者
で
あ
る
高

校
生
の
減
少
や
国
の
補
助

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
利
用
を
促
進
し
、
負
担

を
増
や
さ
ず
に
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
対
策
や
工
夫

が
必
要
で
す
。

　
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
主
た

る
利
用
者
、
主
た
る
担
い

手
は
、町
の
皆
さ
ん
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
の
人
口
や

年
齢
構
成
の
変
化
は
、
交

通
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需

要
や
運
営
な
ど
の
在
り
方

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
は
、
年
々

減
少
し
、
子
ど
も
（
18
歳

未
満
）
の
人
口
も
減
り
続

け
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
岩
泉
線

Ｊ
Ｒ
バ
ス

町
民
バ
ス

次
号
の
予
定

◆
パ
ー
ト
3

先
進
事
例
を
探
る

社
会
の
変
化
と
交
通

◇グラフ－１　町民バス利用者数の推移

◇グラフ－２　町の人口と児童・高齢化率の推移

　
総
人
口
が
減
少
し
て
い

る
た
め
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
人
口
も
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
率

は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
２
参
照
】

　
町
民
バ
ス
な
ど
の
交
通

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
支
え

合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る

交
通
な
ど
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

次の定例会は、
12 月 8 日（木）本会議・一般質問

9 日（金）一般質問
13 日（火）条例補正予算審査・

本会議 の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状
況をお知らせします。（全日程はＱＲコードで）

官
民
連
携
の

ヒ
ン
ト
探
る

皆
さ
ん
の
意
見

請
願
で
町
政
に 大

分
県
日ひ

出じ

町ま
ち

議
会

町
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
の
皆
さ
ん

青
森
県
六ろ

く

戸の
へ

町ま
ち

議
会

議
会
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ん

宮城県大
おお

郷
さと

町
ちょう

議会
広報広聴常任委員会の皆さん

福岡県須
す

恵
え

町
まち

議会
広報特別委員会の皆さん

政
務
調
査
会
研
修
会

　
議
員
全
員
で
組
織
す
る
政
務
調
査
会
（
坂
本
昇
会

長
）
は
８
月
８
日
、「
官
民
連
携
」
の
ヒ
ン
ト
を
探

る
べ
く
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
定
森
光ひ

か
る

理
事
を
迎
え
、
北
海
道
の
先
進
事
例
を
学
び
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

住
民
活
動
へ
の
期
待

自
治
体
の
連
携
必
須

　
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道

の
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
を
支
援
す
る
中
間
支
援

組
織
で
す
。
活
動
の
立
ち

上
げ
や
団
体
の
運
営
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
縮
小
す
る
中
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
住
民
に
よ
る
自
発
的

な
非
営
利
活
動
へ
の
期
待

と
、
そ
れ
に
は
自
治
体
の

連
携
、
自
治
体
に
よ
る
受

け
皿
の
構
築
が
必
須
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
。
多
く

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

行政視察の受け入れ
　議会だよりが全国コンクールで最優秀賞を受賞後、行政視察が多く訪れてい
ます。ここでは、行政視察に来ていただいた町議会の皆さんをご紹介します。
� （人口は令和4年８月末現在）

広報広聴常任委員会

北海道の事例を多数紹介していただきました

◆
人　
口　
２
万
８
１
２
９
人

◆
面　
積　
73
・
32
㎢

◆
議
員
数　
16
人

◆
人
口　
１
万
８
５
４
人

◆
面
積　
83
・
89
㎢

◆
議
員
数　
12
人

◆
人　
口　
７
７
８
４
人

◆
面　
積　
82
・
01
㎢

◆
議
員
数　
14
人

◆
人　
口　
２
万
９
２
０
７
人

◆
面　
積　
16
・
31
㎢

◆
議
員
数　
15
人

７月 19日

９月 30日

９月 27日

8月 4日

活発な質疑応答になりました

初のオンライン会議

町民への取材に多く質問がありました

議会だより令和２年度全国10 位の町

請願の書き方

議会の動き

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
請
願
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
請
願
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

請
願
は
紹
介
議
員
が
必
要

　
請
願
は
ど
な
た
で
も
で

き
ま
す
が
、
紹
介
議
員
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
議
長
が
受
理
し
た
請
願

は
、
議
会
運
営
委
員
会
の

判
断
の
も
と
、
所
管
す
る

常
任
委
員
会
な
ど
に
付
託

さ
れ
、
慎
重
に
審
査
。
願

意
が
妥
当
で
法
令
上
・
行

財
政
上
の
実
現
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
も
の
を
「
採

択
」、
そ
う
で
な
い
も
の

を
「
不
採
択
」
と
決
定
し

ま
す
。

　
結
果
は
、
請
願
者
へ
通

知
さ
れ
ま
す
。

委
員
長　

千
葉　
泰
彦

副
委
員
長　

佐
藤　
安
美

委　
員　

八
重
樫
龍
介

　
　
　
　

坂
本　
　
昇

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

編
集
後
記

▽
議
会
だ
よ
り
本
号
は
、

記
念
す
べ
き
２
０
０
号
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
48
年

発
行
の
第
１
号
か
ら
、
も

う
す
ぐ
50
年
で
す
▽
分
か

り
や
す
く
、
町
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙

面
作
り
を
基
本
に
編
集
。

こ
の
間
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
３
度
、
最
優
秀
賞
の

栄
に
輝
い
た
ほ
か
、
数
々

の
賞
を
獲
得
し
て
き
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
、
町
の
皆

さ
ん
か
ら
の
厳
し
い
ご
指

摘
と
温
か
い
ご
支
援
の
賜

物
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す

▽
今
後
と
も
精
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

坂
本
　
昇

７月
� １日� 第4回臨時会（議会議事堂）
� ６日� �国道 340 号宮古岩泉間整備促進期成同

盟会総会（宮古市）
� 28 日� �町村議会夏季議員大学講座（盛岡：29

日まで）

８月
� １日� 戦没者追悼式（町内）
� � 岩手県に対する市町村要望（宮古市）
� 21 日� 漁港検診（町内）
� 23 日� 知事を囲む懇談会（盛岡市）
� 28 日� 岩泉松茸神社豊作祈願祭（町内）
� 29 日� 議会全員協議会（役場）

９月
� ５日� 議会運営委員会（役場）
� ８日�第３回定例会　一般質問（議会議事堂）
� ９日�一般質問（議会議事堂）
� 12 日� 条例補正予算審査特別委員会（役場）
� 14 日� 決算審査特別委員会（役場：16日まで）
� 30 日� 宮古地区広域行政組合議会 9月臨時会

　
議
会
に
は
、
年
４
回
開
催
す
る
定
例
会
と
必

要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
で
は
「
町
民
が
傍
聴
し
や
す

い
環
境
整
備
に
努
め
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

昨
年
３
月
に
傍
聴
規
則
を
改
正
し
、
児
童
と
乳

幼
児
の
入
場
制
限
を
解
除
し
て
い
ま
す
。

　
氏
名
と
住
所
を
記
入
す
る
だ
け
で
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提　出　者

議会運営委員会（付託先を協議）

議　長（受理）

議　長（受理）

町長等執行機関 提出者

提出

送付 結果通知

審査結果の報告

処理結果報告

本会議（委員会へ付託を決定）

請　願
（紹介議員）

委員会（審査・採決）
採択 不採択 継続審査

本会議（議決）
採択 不採択 継続審査



古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会—間伐に寄与した紙—」を使用しています。

いわいずみ議会だより　第200号
令和4年10月21日発行20

令
和

4
年

10
月

21日
発

行
発

行
／

岩
泉

町
議

会
　

発
行

責
任

者
／

議
長

 菊
地

弘
已

編
集

／
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
印

刷
／

山
口

北
州

印
刷

株
式

会
社

〒
027−0595　

岩
手

県
下

閉
伊

郡
岩

泉
町

岩
泉

字
惣

畑
59

番
地

5
TEL  0194（

22）2111　
内

線
252　

FA
X  0194（

22）5566
https://w

w
w

.tow
n.iw

aizum
i.lg.jp/

い
わ
い
ず
み

議
会
だ
よ
り
N
o. 200

令和３年度全国コンクール最優秀賞表紙 平成６年度全国コンクール最優秀賞表紙

平成 16 年度全国コンクール最優秀賞表紙

　
「
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ
り
」
が
２

０
０
号
を
発
行
で
き
ま
す
こ
と
を
、
議

員
一
同
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
創
刊
以
来
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
こ
と
に
加
え
、
町
の
皆
さ
ん
の
議

会
に
対
す
る
思
い
「
ま
ち
の
声
」
を
多

く
掲
載
す
る
こ
と
な
ど
創
意
工
夫
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
と
す
べ
く
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
議
長　
菊
地　
弘
已

こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

岩
泉
町
議
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